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学習過程のサイクルを回そう！
－学級運営委員会で学級は上手くいく！－

学習指導要領（平成29年告示）の特別活動では，生徒が合意形成を図ったり，意思決定を

したりする学習過程を示している。本資料では，学級活動「⑴学級や学校における生活づく

りへの参画」（以下「学級活動⑴」という。）において，生徒が学習過程のサイクルを主体

的に回していく学習過程例を紹介する。また，学級活動を生徒一人一人が自分事と捉え，主

体的に学級活動に参加し，学習過程のサイクルを回していくための手立てとして学級運営委

員会を紹介する。

１ 学級担任の悩み

学級担任は，自分の学級の生徒が充実した学級生活を行えるよう，様々な工夫をしていく。

しかし，生徒が次のような状態になってしまい，学級担任としてどうすればよいのか悩むこ

ともあるのではないだろうか。

学級で起きている問題を，教師が主導して解決していくこともある。しかし，学級がまと

まっていくためには，生徒が主体となって積極的に問題を解決していく必要がある。

では，どのようにすれば生徒主体の解決ができるのだろうか。
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２ ぐるぐる回す学習過程

は，学級活図１

動⑴において生徒

が学習過程のサイ

クルを主体的に回

す例である。

生徒が のよ図１

うな学習過程を意

識し，主体的にそ

のサイクルを回し

続けようとするこ

とで，生徒の自発

的，自治的な活動

は充実していくと

考えられる。

３ 「合意形成を

図る」とは

学習指導要領に

示された学級活動

の目標には「学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し

合い，合意形成し，役割を分担して協力して

実践する」とある。これは， にも示した図１

学級活動⑴の活動の内容を示している。学級

活動⑴では「合意形成を図る」ことが大変重

要になるが，その意味は右の「『合意形成を

図る』とは」に示したとおりである。

中学校において「合意形成」を図る活動を行う際，以下の二つの点に留意する必要がある。

○ 合意形成に基づき実践するに当たって，自分自身に何ができるか，何を行うべきかと

いうことを主体的に考え，意思をもつようにする。

○ 課題に対して，一人一人が自分なりの意見や意思をもった上で，合意形成に向けた話

合いに臨むようにする。

この二つの視点は，学級や学校の課題を自分事として捉えるという点で共通している。

４ 生徒が学級への所属意識を高め，自分事として取り組むための工夫

担任が問題として捉えている事案を議題として提案し，それについて生徒が話し合っている

ような学級活動も見られる。このように教師から与えられた学級活動ばかりを積み重ねていく

と，生徒が学級における問題を自分事として捉えることは難しくなる。そして，生徒の学級へ

の所属意識は低くなり，学級の一員であるという自覚と責任感も低くなってしまう。その結果，

のような学習過程のサイクルを生徒が主体的に回していくことは難しくなると考えられる。図１

図１ 学習過程の例

（『学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編』及び『学級・学校文化を創る特別活動【中

学校編】』を基に作成）

○ 議題： 学級生活を見直そう
（学級活動⑴ イ 学級内の組織づくりや役割の自覚）

○ 内容： 学級目標を達成するために，学級の課題を話し合う。



学級活動⑴における学習は，「問題の発

見・確認」の過程で学級や学校における生活

をよりよくするための諸問題を見付け，その

中から「議題」を学級全員で決定することか

ら始まる。

この過程では，生徒全員が納得して，「議

題」を自分事として「解決したい」という意

思をもつことが大切である。

そこで，生徒が学級活動を自分事として捉

えるための，学級運営委員会を中心とした学

級運営を紹介する。

５ 学級運営委員会とは？

学級運営委員会とは，担任と生徒で話し合

い，協力して学級の運営を行うために中心と

なる組織である。

小学校では，学級活動⑴において中心的な

役割を果たす学級会で，学級や学校の生活を

よりよくするための課題を学級全員で話し合

う。そして，こうした話合い活動を効果的，

効率的に進めていくために，話合いに必要な

一連の活動計画を運営するための計画委員会

を組織し，話合いに向けた準備や司会，記録

等を担当し，経験をしてきている。

一方，中学校における学級運営委員会は，

学級活動⑴に限らず，学級の運営の中心とな

る組織である。そのため，小学校での計画委

員会の経験を生かしつつ，学級の様子を把握

し，学級一人一人の意見を学級の運営に反映

できるような様々な活動をしていく。

⑴ 学級運営委員会の構成メンバー

学級運営委員会の構成メンバーとして，例

えば，下に示すようなものが考えられる。

「その他」のメンバーは，学級生徒会の組

織に応じて決定する。

また，下のように学級が活動の単位となる

学校行事が行われる時期に合わせて，その行

事で中心となるメンバーを構成員に加えるこ

とも考えられる。

⑵ 学級運営委員への意識付け

学級運営委員による学級運営を始める際，

活動の最初に運営委員の活動の心構えを意識

させることは，スムーズな学級運営を行う上

で大変重要となる。その際，指導しておくべ

き内容を紹介する。



以上の内容を年度当初に指導し，学級運営

委員とその他の生徒との関係を良好にするこ

とが，生徒が学級への所属意識を高め，自分

事として学級活動⑴に取り組む前提となる。

６ 学級運営委員会の活動

先に示した心構えを指導したあと，学級運

営委員会定例会を実施したり，学級活動で話

合いの運営をしたりする。ここでは，学級運

営委員会定例会について紹介する。

⑴ 学級運営委員会定例会の内容

学級運営委員会の定例会は定期的に行う。

下は，１週間毎に行う場合の例である。

では ～ の内容について確認させる。④ (ｱ) (ｴ)

なお，学級活動での話合いで議題を提案し

たい生徒がいる場合は，その生徒を定例会に

参加させることも必要になる。

また，学級の実態を把握するためにアン

ケートを検討し，作成，実施するための話合

いも必要になると考えられる。

なお，話合いの活動計画を学級運営委員が

作る場合は，小学校学習指導要領（平成29年

告示）解説特別活動編のP68の「イ １単位

時間の指導計画」を参考にされたい。

⑵ 実施上の留意点

学級運営委員会定例会を行う場合は，次に

示した内容に留意して行う。

上に示すとおり，定例会には原則として担

任が参加する。これは，学級の状態を担任が

把握するためだけではなく，場合によっては

話合いをスムーズに行うための助言を行うた

めでもある。

なお，担任が学級の問題として捉えている

事案がある場合，その問題に学級運営委員が

気付くように担任が発言していくことが，学

級運営委員の主体的な活動にとって重要であ

ると考える。

学級運営委員会以外の生徒は学級運営委員

会を支えたり，時には委員会の意見や考えを

修正したりすることもある。しかし，お互い

を信頼して活動していくことで，生徒一人一

人が学級への所属感を高め，学級活動を自分

事として考えるようになる。このことが，主

体的に学級活動へ参加し， に示した学級図１

活動⑴の学習過程を回していくことにつなが

ると考える。
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